
ICP-OES/ICP-MS および前処理を含めた
環境サンプル分析のヒント
オンデマンドウェビナーのご紹介

● 装置を正しく使用できているか不安
● 機器が示す測定結果が正しいか不安
● 消耗部品、容器を適切に扱えているか不安

ICP-OESにおける環境サンプル分析のヒント

スライド例 スライド例

ICP-MSにおける環境サンプル分析のヒント

このような不安をお持ちでないでしょうか

機器分析では何らかの濃度結果が得られますが、その数
値が正しい濃度結果とは限りません。簡易的な妥当性評価
方法および問題があった時の対処方法を紹介します。また、
多検体を測定することが多い環境分析において、継続して
安定した測定をするためのヒントについても紹介します。

環境試料の ICP-MS 測定において、測定結果の妥当性
は確認されていますか。アジレントが日々行っている測
定結果の妥当性評価や ICP-MSのメンテナンス方法な
どを紹介します。

オンデマンドウェビナーへのアクセス
URL：https://www.chem-agilent.com/seminar/detail.php?event=8ba7dcb30d64f

検索エンジンにて　　アジレント　環境サンプル分析のヒント　　 で検索
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環境サンプルの微量元素分析においては、ICP-OES/
ICP-MSを正しく使いこなすことが重要です。よくお聞き
する現場での日頃のお困りごととその対策、測定結果の
妥当性の確認方法等、環境サンプル分析に携わる皆様
に、明日からの分析のヒントとなる情報をオンデマンド
ウェビナーでお届けします。


